
 

 

 

 

 

      

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。
炎
熱

え
ん
ね
つ

焼
く
が
ご
と
き
、
暑
さ
殊こ

と

の
外ほ

か

厳
し
き
毎
日
で
す
。 
お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
月

刊
宮
司
プ
レ
ス
第
二
百
四
十
二
号
の
発
行
で
す
。 

さ

て
、
通
常
は
、
冷
夏
に
な
る
「
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
」
が
発

生
す
る
の
で
す
が
、
低
く
な
る
は
ず
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
沖

の
海
水
温
が
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
高
温
を
維
持
し

て
い
る
そ
う
で
す
。 

夏
の
太
平
洋
高
気
圧
が
勢
力
を

つ
よ
め
て
日
本
に
張
り
出
し
、
逆
に
猛
暑
と
な
る
「
ス

ー
パ
ー 

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
」
に
発
展
す
る
可
能
性

が
あ
り
、
専
門
家
は
、
最
高
気
温
が
四
十
度
以
上
の

「
酷
暑

こ
く
し
ょ

日び

」
が
各
地
で
相
次
ぐ
と
の
見
方
を
示
し
て
い

ま
す
。
三
重
大
学
立
花
教
授
（
気
象
学
が
専
門
）
は
、

「
今
夏
の
暑
さ
は
、
酷
暑
日
が
各
地
で
続
出
す
る
過
去

に
な
い
レ
ベ
ル
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。 

ち
な
み
に
、
逆
の
海
水
温
が
高
く
な
る

現
象
を
「
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
」
と
い
い
ま
す
。 

「
エ

ル
ニ
ー
ニ
ョ
」
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
男
の
子
」
と
い

う
意
味
で
、「
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
」
は
、「
女
の
子
」
と
い
う

意
味
で
す
。 

「
男
の
子
」
の
度
重
な
る
い
た
ず
ら
に
、

ふ
り
ま
わ
さ
れ
る
今
夏
の
天
候
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
先
が
思
い
や
ら
れ
る
昨
今
で
す
。 

◇
さ
て
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
ろ
う
が
、
買
い
物
を
し
よ
う

が
、「
ボ
ラ
れ
る
」
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

食
の
安
全

は
折
り
紙
付
き
、
コ
ン
ビ
ニ
行
け
ば
、
夜
中
で
も
食
品

や 

     

や
日
用
品
が
手
に
入
り
、
宅
配
の
配
達
時
間
は
二
時
間 

ご
と
に
指
定
で
き
、
新
幹
線
の
「
の
ぞ
み
」
は
一
〇
分

の
間
隔
さ
え
お
か
ず
定
刻
に
動
き
ま
す
。 

以
上
を
兼

ね
備
え
た
国
は
、
世
界
広
し
と
い
え
ど
、
ど
こ
に
も
な

い
そ
う
で
す
。 

こ
れ
は
、
前
駐
豪
大
使
で
同
志
社
大

学
の
特
別
客
員
教
授
の
山
上
信
吾
さ
ん
が
外
交
官
と

し
て
、
十
五
年
以
上
海
外
に
居
住
さ
れ
、
肌
身
で
痛
感

さ
れ
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。 

日
本
と
い
う
国
は
、
じ

つ
に
快
適
な
の
で
す
。 

さ
ら
に
、
山
上
さ
ん
は
、
日

本
の
特
殊
性
に
つ
い
て
、
知ち

日
派

に

ち

は

の
外
国
人
に
説
明
す

る
時
、
英
語
の
頭
文
字
の
「
三
Ｓ
」「
三
Ｃ
」
を
使
う
と

納
得
さ
れ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。 

「
三
Ｓ
」

は
、
静
謐

せ
い
ひ
つ

（
ｓ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
ｅ
，
シ
ー
リ
ー
ン
、
世
の
中

が
お
だ
や
か
な
こ
と
で
す
）、
安
心
（
ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｅ
、

セ
キ
ュ
ー
ル
））、
安
全
（
ｓ
ａ
ｆ
ｅ
、
セ
ー
フ
）
で
す
。 

「
三
Ｃ
」
は
、
清
潔
（
ｃ
ｌ
ｅ
ａ
ｎ
、
ク
リ
ー
ン
）、
便

利
（
ｃ
ｏ
ｎ
ｖ
ｅ
ｎ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ト
），

快
適
（
ｃ
ｏ
ｍ
ｆ
ｏ
ｒ
ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
、
コ
ン
フ
ォ
ー
タ

ブ
ル
）
で
す
。 

◇
安
全
、
安
心
、
便
利
、
快
適
は
、
日
本
が
、
戦
後
の

復
興
か
ら
高
度
経
済
成
長
を
経
て
、
目
覚
ま
し
く
進
歩

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
後
天
的

こ
う
て
ん
て
き

な
産
物
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。 

し
か
し
な
が
ら
、
静
謐
と
清
潔
は
、
御

先
祖
様
が
つ
ち
か
わ
れ
て
き
た
、
日
本
の
国
柄

く
に
が
ら

、
情
緒

じ
ょ
う
ち
ょ

と
い
う
先
天
的

せ
ん
て
ん
て
き

な
も
の
で
す
。 

私
共
の
御
先
祖
様
方

は
、
神
様
か
ら
授
か
っ
た
、「
美
し
い
心
と
体
」
を
、
い

か
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
汚け

が

さ
ぬ
よ
う
努
力
を
続
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

日
本
人
は
、「
神
州

し
ん
し
ゅ
う

清
潔

せ
い
け
つ

の
民た

み

」

と
い
わ
れ
る
由
縁

ゆ

え

ん

で
も
あ
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
、

日
常
生
活
の
中
で
神
意

し

ん

い

あ
る
と
こ
ろ
を
「
わ
が
心
」
と

し
て
、
畏
れ
、
敬
い
、
感
謝
の
心
で
、
祈
り
を
捧
げ
、

神
の
御
加
護
を
願
う
と
い
う
、
敬
神
生
活
を
実
践
さ
れ

て
き
た
の
で
す
。 

敬
神
生
活
、
ま
さ
し
く
、「
理
想
的

な
行
い
」
を
大
切
に
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
「
理
想
的
な
行
い
」
こ
そ
が
、

天
下

て

ん

か

泰
平

た
い
へ
い

で
あ
る
、「
静
謐
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で

す
。 

 
 

◇
世
界
各
国
は
、
四
つ
の
範
疇

は
ん
ち
ゅ
う

（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
に
分

け
ら
れ
る
、
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
そ
う
で
す
。 

こ

れ
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
拠
点
を
置
く
研
究
所
の
報
告

書
に
書
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

そ
の
四
つ
と
は
、

「
自
由
民
主
主
義
国
家
」、「
選
挙
民
主
主
義
国
家
」、

さ
ら
に
、「
選
挙
権
威

け

ん

い

主
義
国
家
」、
そ
し
て
、「
閉
鎖

へ

い

さ

権

威
主
義
国
家
」
だ
そ
う
で
す
。
日
本
は
、
一
番
格
上
の

「
自
由
民
主
主
義
国
家
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。 

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
方
面
で
は
、
日
本
・
台
湾
・

韓
国
、
豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
五
ヶ
国
で
す
。 

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
Ｇ
７
諸
国
の
な
か
で
は
、
ア
メ
リ

カ
と
イ
ギ
リ
ス
と
カ
ナ
ダ
は
、
一
段
各
下
の
「
選
挙
民

主
主
義
国
家
」
に
位
置
し
て
い
ま
す
。 

東
洋
学
園
大

学
の
櫻
田
教
授
は
、「
こ
の
位
置
を
日
本
が
占
め
て
い

る
の
は
、
戦
後
八
十
年
の
歩
み
の
到
達
点
で
、
日
本
の
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司
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令
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八
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七
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十
五
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人
々
は
、
そ
の
こ
と
に
大
い
な
る
自
信
を
持
つ
べ
き
で

あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

明
治
天
皇
は
、
日

露
戦
争
中
の
明
治
三
十
八
年
に
、 

「
世
の
中
の 

こ
と
あ
る
と
き
に 

あ
ひ
ぬ
と
も 

 
 
 
 
 
 

お
の
が
つ
と
め
む 

こ
と
な
忘
れ
そ
」

と
の
御
製

ぎ
ょ
せ
い

（
天
皇
陛
下
の
詠よ

ま
れ
た
和
歌
の
こ
と
で
す
）

を
詠
ま
れ
ま
し
た
。 
混
乱
す
る
世
界
情
勢
、
様
々
な

問
題
を
抱か

か

え
て
い
る
社
会
で
、
日
常
生
活
も
脅

お
び
や

か
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
見
失
う

こ
と
な
く
、
暮
ら
し
て
ま
い
り
た
い
も
の
で
す
。 

御

自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

◇
六
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

 
 

◆
本
宮 

＊
六
月
一
日
、
十
五
日 

 
 

◆
貴
布
祢
神
社 

＊
六
月
一
日 

 

▼
海
士
郷
恵
美
須
神
社
例
祭 

 

＊
六
月
十
日 

 

▼
貴
布
禰
稲
荷
神
社
例
祭 

 

＊
六
月
十
三
日 

 
 

 

▼
朝
粥
会 

＊
六
月
十
五
日 

 

▼
大
祓
式 

＊
六
月
三
十
日 

◇
六
月
の
宮
司
動
静
報
告 

 

▼
神
社
関
係
団
体 

 
 

◆
早
起
会
参
拝 

＊
六
月
一
日 

 
 

◆
維
蘇
志
会
草
刈
例
会 

＊
六
月
五
日 

 
 

◆
敬
神
婦
人
会
県
連
総
会
参
加 

 
 
 

＊
六
月
十
六
日 

 
 

◆
行
事
委
員
会
茅
の
輪
奉
製
作
業 

 
 
 

＊
六
月
二
十
九
日  

 

 

▼
神
社
庁
関
係 

 

◆
初
任
神
職
研
修
会
開
講
式
、
本
庁
史
講
義 

＊
六
月
五
日 

 
 

◆
下
関
支
部
幹
事
会 

＊
六
月
九
日 

 

◆
神
社
庁
正
副
庁
長
会
議
、
役
員
会 

＊
六
月
十
二
日 

◆
敬
神
婦
人
会
県
連
総
会
出
席 

＊
六
月
十
六
日 

 

◆
豊
浦
支
部
神
社
総
代
会
庁
長
代
理
に
て
出
席

＊
六
月
十
九
日 

 
 

 

 

◆
定
例
協
議
員
会 

＊
六
月
二
十
六
日 

 

◆
山
口
県
神
社
総
代
会
大
島
支
部
総
会
に
庁
長 

代
理
と
し
て
出
席 

＊
六
月
二
十
八
日 

 

▼
自
治
会
、
学
校
関
係
、
そ
の
他 

 
 

◆
し
も
の
せ
き
木
鶏
ク
ラ
ブ
例
会 

 

＊
六
月
一
日 

◆
西
山
小
学
校
あ
い
さ
つ
運
動 

 

＊
六
月
十
日 

◆
人
権
擁
護
委
員
会
研
修
会 

 

＊
六
月
十
三
日 

◆
社
会
福
祉
法
人
あ
ー
す
評
議
員
会 

 

＊
六
月
十
六
日 

◆
中
部
少
年
学
院
後
援
会
役
員
会 

 

＊
六
月
十
六
日 

◆
社
会
福
祉
法
人
松
美
会
評
議
員
会 

 

 

＊
六
月
十
七
日 

◆
迫
町
自
治
会
役
員
会 

 

＊
六
月
十
七
日 

◆
人
権
相
談
（
法
務
局
） 

 

＊
六
月
十
七
日 

◆
山
中
町
自
治
会
ウ
ェ
ル
カ
ム
サ
ン
デ
ー
に
て 

講
演 

 

＊
六
月
二
十
一
日 

 
 

 
 
 

◆
西
山
小
三
年
生
参
拝
、
由
緒
等
に
つ
い
て
講 

 
 
 
 

演 

＊
六
月
二
十
三
日 

 
 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
周
南
支
部
総
代
会
総
会
に

て
講
演 

＊
六
月
二
十
四
日 


